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秋田県産二枚貝の貝毒について

（第 3 報）
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ー はじめに ついて報告する．

近年，各地で二枚貝の毒化か頻発し，問頗となってい

るため，その毒化時期及び毒化機構等について調査研究

か進められている＇ド：i •最近ては， 安本たちりにより壽

成分の化学構造か解明され，

も開けてきた．

秋田県においても，昭和53年度から実態把握と安全確

保のため，県産二枚貝の貝母について凋査を行なってお

り応り，今回は，昭和56年度の下痢‘t!:J:目毒の渦査結果に
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II 
調査方法

A. 調査方法

廿且禾日56汀::3月 9日～ 9月19日

B. 調査地区及び試料

男鹿市戸賀浩 イカイ 19件

ムラサキイガイ 25H 

イカイ ］7件

: + 6 1件

はお，試料は約 1週間国に採取し，分析日まで沫結保

仔したものを用しヴこ． （図 1.)

男鹿市椿地区

C. 分析方法

昭柑53年 5月21]日付乳肉衛生課事務連絡「貝を原因と

する食ね毒について」，及ひ昭和56年 5月19日付環乳第

37号「下捐「生具毒の検査について」に定める方庄によっ

た．

IJI 
結果及び考察

10 km 

図］ 凋 査 地 区

謁百結果は，表 1．に示すとおりてある．

叫区別にみると，戸賀湾のムラサキイカイは， 3月 9

日から調杏を聞始したか，初めて出か検出されたり）か 4

月 9[lてあった．しかし，その後一度不検出となり， 4

JJ 24日から再び．』化し， 5月25日には口］食部当りピーク

の()1 1 ~0.22 MU/ gと汀った．その後は緩やか1こ戚少し，

寄か不検出とばったのは 9月5日からてあった．占化の

Jヽ タ゚ーンは，昭和54,55:「度の調百て 5月から 6月にか

けてみられた毒性の急激な培加か起らす．比較的低レヘ

ルてJ曽減をくり返しばから推移した．昭和55年度の同地

区ムラサキイカイと比校すると，毒件の最大値は％程度

てあったか，占化期間は約 lヶ月長かった．

また，戸賀湾のイカイは． 4月16日に[/jめて寿付か検出

さすl、, 5月 6日まては急激に増加＊その後一度戚少． 6 

＊秋田県術生科学研究所
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表1. 下痢性貝毒検査結果

戸賀湾産イガイ 戸賀湾産ムラサキイガイ 椿産イガイ

採取年月日 中腸腺 可食部 中腸腺 可食部 中腸腺 ロ］食部
MU/g MU/g MU/g MU/g MU/g MU/g 

56. 3. ， < 0.3 <o. o 2 

3. 31 く03 < 0. 0 4 

4. 8 <o. 3 く00 1 

4. ， <o.3 < 0. 0 2 0. 3~0.6 0. 0 3~0.0 7 

4. 15 0. 3~0 6 0. 0 I~0.0 2 

4. 16 0.3~0. 6 0. 0 2~0. 0 3 <o. 3 < 0. 0 5 

4. 24 0.6~1 2 0.0 9~0. 1 8 

4. 29 0.6~1. 2 0 0 3~0.0 6 0.6~1. 2 0. 0 7~0. I 3 

5. 2 0.6~1. 2 0. 0 2~0.0 5 

5. 6 1. 2~1 8 0 0 7~0. l l I 0.6~ ] 2 0. 0 8~0. 1 6 

5. 7 1. 2~1.8 0.0 7~0. 1 0 

5. 14 0. 6~1. 2 0 0 5~0.0 9 0.3~0 6 0. 0 4~0.0 8 
マ・・

5. 15 ！ 0.6~1 2 0.0 2~0.0 S 

5. 25 0.6~1. 2 0.0 6~0. 1 2 0.6~1. 2 0. I I~0.2 2 

5. 27 0.6~ ] 2 0.0 5~0. 1 0 

5. 28 0. 6~1. 2 0.0 5~0. 1 0 0.3~0.6 0.0 4~0. 0 8 

6. 3 1. 2~1.8 0.0 9~0. I 4 0. 6~1. 2 0.0 8~0. 1 6 

6. 4 ! 0.3~0 6 0.0 2~0.0 4 

6. 10 0.6~1. 2 0.0 4~0.0 9 0. 6~1. 2 0.0 7~0. 1 4 

6. 11 0.6~1 2 0.0 4~0.0 9 
＼ 

6. 18 0. 6~l. 2 0. 0 4~0.0 9 0.3~0. 6 0. 0 4~0.0 8 

6. 19 0.6~1. 2 0.0 4~0.0 8 

6. 25 I 0.6~1 2 0.0 4~0.0 8 

6. 26 0.6~1. 2 0.0 4~0.0 8 0.6~1. 2 0. 0 7~0 1 5 

7. 1 ： 〇.6 ~1 2 0.0 3~0.0 7 

7. 2 I 0.6~I. 2 0. 0 3~0.0 7 I 0.6~I 2 0. 0 7~0. 1 4 

7. 16 0.3~0. 6 0.0 2~0. 0 4 
， 

7. 1 7 0.3~0 6 0. Cl 3~0.0 7 ， 

7. 19 0.3~0.6 0.0 I~0.0 3 

7. 22 0.6~l. 2 0. 0 3~0.0 7 0.6~1 2 0.0 6~0. 1 3 

7. 24 ！ 0.3~0 6 0. 0 2~0. 0 3 

7. 29 0.6~1. 2 0. 0 3~0.0 6 0.6~1. 2 0.0 3~0. 0 6 

7. 31 0.3~ 0 6 o.n 2~0.0 3 

8. ， < 0.3 < 0. 0 2 0. 6~1. 2 0.0 6~0. 1 2 
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8. 13 ； く03 f く00 2 

8. 14 I く03 く00 2 I 0 3~0.6 0 0 3~0 0 6 

8, 20 く03 く00 1 0. 3~ O、6 0 0 3~ O、06 く0,3 < 0. 0 1 

8. 28 < 0.3 < 0. 0 2 0 3~0. 6 0. 0 3~0.0 6 < 0. 3 く0.0 I 

9. 5 く03 
！ < 0. 0 3 I 

9. 12 < 0. 3 
i 

く00 2 

， 25 く03 く0.0 2 I 

月 3日にはピークに逹し，中腸腺当り l2 ~1.3 MU/g, 

可食部当り 0.09~0.14MU/gとなった．その後は緩やか

に減少し，毒が不検出となったのは 8月9日からであり，

これは；同地区のムラサキイガイに比べて約 1ヶ月早か

った．昭和55年度の同地区イガイと比較すると，贔化期

間はほは同じであるが，毒性の最大値は約¥/2｛けてあった．

（図 2.3.) 

一方，椿地区のイガイは， 4Jj 15日に初めて責か検出

され， 5月 7日にはピークの中腸腺塁り1.2~l.SMU/g,

吋食部1,1りO.D7~O.!OMU/gとなり，その後は緩やかに

減少し，不検出となった 0)は8月13日からであった．戸

賀湾のイガイと比較すると，占化パターンは同様に惟移

しなからも， 6月4日及ひ 7月24~31日は椿地区の方か

¼~½の毒性であった．昭相55年度の I・＇’|地区イカイと比

餃すると，毒lILの最大仙は一致していたか，初めて毒か

検出された時期は，昭和55任度は 5月8日であるのに対

し，昭和56年度は 4月15日と早かった． （図 4.5.) 

昭和55年度は渦査を開始した時点てすて応毒化か始っ

ており，J下確ts毒化期間の把握か出来なかったので，昭

和56年度は謁査の開始時期を20日程早めて行なった．そ

の結果， 4月 9日に初めてムラサキイガイから斑か検山

され， 8月28日まで毒化現象か認められた．また，毒性

か可食部当りてピークと信ろのは，イカイでは 6月10日，

ムラサキイガイでは 5月25日てあった．毒性の最大値は｀

中腸腺当りでは，イガイ 1.2 ~l.SMU/g,ムラサキイ

ガイ 0.6~I.2 MU/gであった．ーカ，可食部当りの最

大値は、イガイ0.09~014MUlg,ムラサキイガイ 0.11

~0.22 MU/gてあった．！亨生省か定めた貝毒の安全1,f阜71

（「り食部当り0.05MU/g)を超えた期1甘］は，イカイては

4月21日～ 7月29日てあり，ムラサ斗ーイカイでは 4月9

日～ 8月28日てあった．同しく監視体制の強化桔準1) ( 

叩j凱泉当り 0.3MU/g〕を超えた期間は，イカイては 4
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図 2. 戸賀湾庄貝類の母匠と水晶：．）舒日変化
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月15~7月31日であり．ムラサキイガイでは 4月9日～

8月 28日であった．

また，毒性と水産試験場が試料採取時に測定した水温

との関係を検討すると，毒化は水温上昇期の10~25℃の

範囲で起こり，毒性がピークとなるのは同じく上昇期の

11~15℃台であった． （図 2.4.) 

w まとめ

昭禾056年度の秋田県産イガイ，ムラサキイガイの下痢
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図 5 イガイの青社の経日変化

性貝毒について謁百した．

l)毒性が検出された期間は 4月 9日～ 8月28「lてあっ

た．

2)毒性か最大となるのは，イカイでは 6月10日，ムラ

サキイガイでは 5月25日であった．

3)毒性の最大｛直は，中腸腺当りではイカイの1.2~1.8

MU/g, riJ食部当りではムラサキイガイの0.11~0.22

MU/gであった．

4)―ふ化Il{ilUlの水品は，上昇期の10~25℃の範囲て，占

性かビークになるのは，同しく上昇期の11~15℃てあ

った．
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